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下界の暗い河床にひしめく人の世の苦悩を求めてさまよう孤独な人間と化したのであっ

た8

この詩の主題を、筆者なりの言葉で表現するならば、それは「孤独であることの発見」になろ

う。労働者たちが孤独であること、そして松原自身も同様に孤独であることを発見したこと、し

かしながら松原の心には「詩神」が宿っていたがゆえに、孤独と絶望に耐えかねて過ちをおかさ

ずに済んだことにも気づかされ、「静かなる戦'陳」を覚えたというのが、この詩の主題であるよう

に思われる。さらに筆者の目を引くのは、この詩で描かれた労働者たちの生き様である。特に冒

頭の8行に描かれているように、家族と別れて孤独な日々を送り、これまでの人生でおかした所

業に苦悩し、飲酒によるほかにはその憂さを晴らす術を知らない、まさに孤独と絶望としか表現

しようのない生き様が描かれている。

そこで、注目すべき点を二つほど挙げておきたい。一つは、「戦凍」で描かれた労働者の生き様

は、先述した松原の人生経験とかなり重複するという点である。そしてもう一つは、「詩神」とい

う表現である。「詩神」が宿っていたがゆえに、これまでの人生で過ちをおかさずに生きることが

できたと綴られている。先述した経歴の中でもこの言葉が使われていることからして、「詩神」に

は単なる詩の創作にとどまらない意味があるように思われる。それでは、松原は詩を作ることに

はどのような意味があると考えていたのか。

まず、第一の論点について。「裸」各号の巻頭には、会活動の現状と課題や時事的な問題につい

て論じた巻頭文が掲載されている｡その中には､松原の文責であることが明記されたものもあり、

特に会が発足して間もない頃には、会結成の趣旨を会員に説き聞かせるために書かれたものが頻

繁に掲載されている。それらの中には、以下に引用するもののように、詩作することの意味につ

いて松原がどう考えているのかが示唆されているものがある。

「裸の会」を結成するに至った動機は、私自身が孤独な人間であり、釜ヶ崎と云われる街

には、私と同じく孤独な人達が沢山住んで居ることに気づいたからである。

私は孤独な人間であることから、詩作をすることによって、貧しくとも私の人生を、心豊

かに生きるべく、過去を、現在を生きて来た人間である。私は、私と同じ生き方をしている

人達が、この街には沢山住んでいるに違いないと思ったことから、それらの人達が、人生を

より力強く生きて行く為の心の寄り処とすべく、「裸の会」を結成したのである9。

「戦傑」で綴られたことが明確に述べられている。松原は、労働者と自分が共に孤独であると

認識していた。そして、次に引用する詩からは、そのような実感は、労働者の生き様にかつての

自分の生き様を重ね合わせていることに由来していることが窺える。

釜ヶ崎羅漢

昔、ベトナムにいた時もそうであったが、この街に来て街を歩いている時、ハツとすること

がたびたびある。

……（中略）……

日暮れ時になると、ふろしき包を腰に提げ、泥まみれの地下足袋をはき、烈しい一日の労働

に疲れ果てた表情で、通天閣の灯が見えるこの街に帰って来る、労働者の群を見かけると、
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これを手がかりにすることで松原の考えを窺い知ること

ができる。それによると、第五次暴動発生直後に書いた

と推察される53号（1966年7月発行）の編集後記には、

「こんどの騒動で痛感したことは、労働者と商人と役人

との間に人間関係をつくることの必要性である。人間に

とって､差別待遇された時の怒り程大きな怒りはないか

らである。裸の会の精神を街中に広めたいものである」

と記されている。労働者が差別されていることへの批判

と、その裏返しとして、労働者・商店経営者・行政が対

等な関係で提携することによって地域を再生することの

必要性が、示唆されていると言えよう。

そして、当時の「裸」の巻頭文に「裸の会同人」’4の

文責で記された訴えは、先にみた松原の問題提起をふま

えた内容であった。例えば、54号には「裸の会同人」の

文責で「あすの釜ヶ崎のために」と題した巻頭文が掲載

され、以下の引用の特に下線部に見られるように、松原

が提起していることと|司じ内容の訴えが記される。

私たちはこれまでに、なんども声を大にして叫び

続けてきたのである。福祉施設の改善も必要だが、

釜ヶ崎で暴動が起きる原因は、多くの労働者が、権

力とか金力とか、暴力などによって虐げられ、人間

扱いをされないという不満があるからだ。それがラ

イバル意識を植えつける原因となり、騒ぎを惹き起

こす大きな要素となっているのだ。だから騒ぎをな

くし､釜ヶ崎を愛される街にするためには､労働者、

商人、役人、こういった人たちの問に、人間関係を

深めていく運動を街ぐるみで起こすべきである。

さいわい府や市のオエラ方は、最近になってやっ

とこのことに気づいたとみえ、去る六月二十九日に

表、釜ヶ崎暴動一覧

発生年 発生月日

第1次暴動 1961年 8月1日

第2次暴動 5月17日

1963年

第3次暴動 12月31日

第4次暴動 3月15日

第5次暴動 5月28日

1966年

第6次暴動 6月21日

第7次暴動 8月26日

第8次暴動 1967年 6月2日

第9次暴動 1970年 12月30日

第10次暴動 5月25日

第11次暴動 1971年 6月13日

第12次暴動 9月11日

第13次暴動 5月1日

第14次暴動 5月28日

第15次暴動 6月28日

第16次暴動 1972年 8月15日

第17次暴動 9月11日

第18次暴動 10月3日

第19次暴動 10月10日

第20次暴動 4月30日

1973年

第21次暴動 6月14日

第22次暴動 1990年 10月2日

第23次暴動 1992年 10月1日

第24次暴動 2008年 6月14日

注）原口岡ll「騒乱のまち、釜ケ崎」（原口ほ

か編『釜ヶ崎のススメ』〈洛北出版、2011

年〉）所収の一覧表を、形式変更のうえで引

用。

愛隣会館において、お役人や地元の商人や民生委員たちが集って、初の懇談会を開いたこと

は一歩前進したと思ったが、その席上において市のオエラ方が「騒ぎをなくすには、労務者

の精神面での指導が根本だと思うから協力して欲しい」と地元の人たちに要望したというこ

とを知っては、全く失望せざるを得ない。

ただ一方的に労働者を指導するといったものの考え方こそ役人らしい考え方であり、この

ような考え方を改めない限り、とうてい釜ヶ崎は救われないのだ。労働者を指導するという

なら、商人や役人たちの、労働者に対するまちがった考え方も改めてもらうことを要望する
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確かに高揚する労働運動に対しては、「革命による労働者解放」を自己目的化するものとして退

ける態度をとったが、府・市・府警の連絡協議会に対しては、労働者を置き去りにしたかたちで

地域再生が進められないように働きかけたこと、そして、府・市・府警及び地元商店経営者と会

員が一堂に会して討議する場を設定したことを見落とすわけにはいかない。決して恒常化したわ

けではないが、これらの試みは、高度経済成長期の段階で地域再生について協議する場が設けら

れたことを意味するであろう。「裸の会」の活動は、釜ヶ崎の地域再生の歴史を考えるうえで無視

できない位置にあることは間違いない。

最後に、今後深めるべき重要論点を二つ挙げて、本稿を締め括ることにしたい。

一つは、「裸の会」は文芸サークルとしての守備範囲を越えた活動にも着手するようになること

である。定期的に開催された文化祭や物故会員の合同慰霊祭、ソフトボール大会をはじめとする

レクリエーション活動が、それに該当する。その意味で「裸の会」は、労働者を担い手とする住

民自治を通じて地域再生を実現しようとしていたという評価も可能であろう。こうした活動がど

のような人びとに支えられたのかに注意しながら､その歴史的役割について考察する必要がある。

そしてもう一つは、労働者を中心とする住民たちの表現意欲を喚起したことである。

①私の念願

夜中に目がさめると寝られない。明日の仕事が不安だからだ。我々日雇いは安定した職業

でない。雨が二日も続けば苦しみ毎日分室の前で大勢の求職者を想像するとあぶれはしない

かと不安におびえてくらしている。ここに貯蓄の必要性がある。貯蓄によってあぶれても生

活の安定が保たれ、またそれによって希望を見出す事が出来ると確信する。「宵越の金は持た

ない｡」これはアンコ同志の共通の気持である。然しそんな事を言っていては、病気災難の時

に忽ち困るだろう。それ位はよくわかっている。ドヤ暮しの人間なら……

要するに時間で区分すると、五時～八時までの時間でよい。受け付ける夜銀行と、自主的

に貯えてやろうと心構えだ。釜ヶ崎の生活は変るのではないか、俺は意志が弱いから実現が

不可能かも知れないが、質屋の引出しに利用したい。この二月に入質したまま背広が今だに

出せない状態だ、これは私一人だけかも知れない。然し正直な所、金を持ち続けているから

貯らないのだ｡恥を忍んで実際の気持を書いて見た｡あ〉どこかで預ってくれないかなあ24.

②太陽に祈りつつ

神経痛がまた私を苦しめる

鈍痛にまじって針をさすような痛み

道は樹蔭すらない一本道なのに

太陽はまるで貧乏で持病持ちの私を試練するように容赦なく照りつける

いつものように両手を合わしてお天とう様をおがむ

神さませめて今日一日の生活費が儲かるまで

私に健康をお与え下さいませ

まだドヤ銭だけしか儲けておりません

米代もいります
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お風呂銭もほしゅうございます

なにもかも高くなってとてもじっとしては生きていけません

暑くても足が痛んでもそれに打ちかつ強い精神力を私にお授け下さい

三人の愛児の力強い成長が私の夢なのでございます25

①は、会の発足から解散まで寄稿し続けた労働者が書いた随想で、②は、会発足直後から作品

を寄稿し続けた、行商をしながら母子家庭を営む女性が作った詩である。いずれも、失業や病気

のリスクに常に直面する日常生活の中で実感する不安と苦悩、そして、松原の働きかけに素直に

従うかたちではあるが、それを強い精神力で乗りこえたいという切実な願望を表現している。「裸

の会」の活動は、ごく限られた動きとはいえ、労働者を中心とする住民の表現意欲を喚起してい

たのである。そうして生まれた作品は、「裸の会」解散後に釜ヶ崎で結成された文芸サークルにあ

らためて注目されることもあった。例えば、労働運動の経験者が編集委員会に加わるかたちで発

足した『労務者渡世」には、「裸の会」会長としての松原を紹介する小文が掲載され、そこには「発

表される作品のなかに労働者の血がかよっているものを多く見出せるのは事実だった」と記され

ている26。「裸の会」の活動が、以後の文化活動に与えた影響も重要論点となろう。

以上のような、今回ふれることのできなかった重要論点も深めたうえで、あらためて「裸の会」

の活動の歴史的位置を考えたい。それが次の検討課題である。

註

1釜ヶ崎の戦後史を概観するにあたっては、以下の文献を参照した。本間啓一郎「釜ヶ崎小史試論」（釜ヶ崎

資料センター編『釜ケ崎歴史と現在」〈三一書房、1993年>)、原口剛「釜ケ崎という地名」（原口ほか編『釜

ヶ崎のススメ』〈洛北出版、2011年>o

2「裸の会」発足の経緯や活動を概観するにあたっては、以下の雑誌・新聞記事を参照した。松原忍「｢裸」

創刊一周年を迎えて」（｢裸』13号、1963年3月、1～3頁)、「仲間裸の会一文芸に生きがい“あいりん”

の生活を書く－」（『朝日新聞（大阪市内版)」1970年9月21日)。

3前掲「釜ヶ崎歴史と現在｣、前掲「釜ヶ崎のススメ｣。

4松原忍「｢裸」創刊十年目を迎えて」（『裸』109号、1971年3月、1頁)。

5松原忍『釜ケ崎羅漢』（関西図書出版、1986年）の「あとがき」より。松原の履歴に関する記述の中で「」

を用いて引用した箇所は、全てこの「あとがき」からの引用である。

6前掲「｢裸」創刊一周年を迎えて｣。特に断らない限り、本章における「裸の会」結成の経緯に関する記述

はこの記事を参照している。

7工業用アルコールをラムネで薄めた密造酒のこと。

8「裸」創刊号、1962年3月、11～12頁、作者名は「淀広｣。前掲『釜ケ崎羅漢」12～13頁に所収。

9松原忍「はじめに－「裸の会」会員の皆さんへ－」（『裸』3号、1962年5月、2～3頁)。

10『裸」53号、1996年7月、20頁。前掲「釜ケ崎羅漢」50～51頁に所収。

11松原忍「『裸の会」の使命について」（『裸」5号、1962年7月、2～3頁)。

12例えば『裸』4号（1962年6月）の38～39頁には、「明るいニュース」と題して、数名の会員が禁酒．
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